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林業成⻑産業化地域創出モデル事業の取り組み
〜北海道網⾛⻄部流域地域〜

紋別市役所 産業部 農政林務課 林業振興担当
参事 中村 雅俊

網走西部流域森林・林業活性化協議会事務局
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網⾛⻄部流域は、北海道のオホーツク海側の約中間地点に位
置しておりまして、オホーツク総合振興局管内の遠軽町から湧
別町を境として⻄側が網⾛⻄部流域となります。

平成5年に林業・林産業の活性化を⽬的として、各管内の林
業・林産業関係者、国有、・道有林、市町村、学術機関を構成
員として設⽴し、「森林整備⽔準の向上」「林業労働⼒の確
保」「林業⽣産性の向上」「地域材のブランディング」等に向
け取組を進めております。

網⾛⻄部流域の概要
網⾛⻄部流域

●
紋別市

森林認証制度は流域の取り組みの⼀つとして平成１５年頃から
進めております。

林業・林産業関係者

道有林

学術機関市町村

国有林

各流域活性化協議会の構成

森林整備⽔
準の向上

林業労働⼒
の確保

林業⽣産性
の向上

地域材の
ブランディング

林業・林産業
の活性化
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雄武町

紋別市

遠軽町

湧別町

⻄興部村

滝上町

興部町

サロマ湖
網⾛湖 知床半島

オホ−ツク海

流氷によって豊かな海の恵みを受け発展してきた地域でもあり、森の⼒と相
まって 冬には多くの猛禽類、アザラシ、クリオネ等が流氷と伴にやってくる。
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紋別市の⾯積：８３０．７０k㎡
⾏政区域の８割は森林に囲まれ
⼭、川、海のある⾃然豊かなまち
⼈⼝約２１，０００⼈



5氷海展望塔 オホーツクタワー

海底階から⾒える
ニシンの群
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⼈⼯衛星流氷1

アムール川
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流氷、流氷⼭脈



8



9

紋別市オホーツクとっかりセンター

怪我をして保護されたアザラシ
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海の幸
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紋別地域の林業に対する危機的意識が⾼まる中、平成１５年に緑の循環森林認証制度（SGEC）が創設されました。
紋別の林業・林産業において“⽊材のブランド化”により地域材へ“付加価値”を付けるためにどうすれば良いのか、何度も勉強会等が開催されました。
そして、この地域に合った森林認証制度であるSGECの取得に向け、⾏動が開始されました。

2003
平成 15 年

「紋別市林業・林産業に関する懇談会」における勉強会
構成/紋別市、雄武町、興部町、滝上町、⻄興部村

・各地で地域ブランドへの取組が活発化⇒林業のブランド化
・下川町のFSC森林認証取得が話題⇒紋別市で取組検討
・「緑の循環」認証会議から「出前勉強会」等の開催

林業関係者〜「認証取得決定」・「取組開始」
・懇談会構成員が所有する森林でSGEC認証取得
・「紋別市」、「国有林」、「⼤企業有林」へ取組要請
・林業関係者、市⺠を対象に講演会、勉強会の開催

2004
平成 16 年

森林認証取得の経過
紋別地域の認証取得にむけた取組
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2006
平成 18 年

「緑の循環森林認証で地域おこし協議会」設置
構成/紋別市内各界各層〜23団体

「網⾛⻄部流域森林・林業活性化協議会」で取組
構成/紋別市、雄武町、興部町、滝上町、⻄興部村、遠軽町、（旧）上湧別町、湧別町

「紋別市有林」、「住友林業」、「オホーツク中央森林組合所有林」で森林認証取得

2005
平成 17 年

林業界に要請、情報収集そして⼤企業取得へ
・紋別市としての取組が決定
・「王⼦G」、「⽇本製紙G」が認証を取得
・「国有林」、「道有林」、「住友林業」に取得要請
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NOW
現在

2009
平成 21 年

「オホーツクフォレストネットワーク」（協議会）による森林認証取得
構成/オホ―ツク中央森林組合、雄武町森林組合、興部町、⻄興部村、雄武町

※森林組合が事務局となり、個⼈、会社、団体と⻑期施業委託契約を結び、
事務局から認証会議へ⼀括申請を⾏う。

※私有林の取得費⽤は、市町村と森林組合が負担し、個⼈所有者の負担を無くした。

「滝上町森林組合グループ」による森林認証取得
構成/滝上町森林組合、林業・⽊材業者

「国有林」、「道有林」、「滝上町有林」で森林認証取得2007
平成 19 年

⽇本最⼤の
認証エリア誕⽣

77%認証率

認証⾯積 293,757ha
しかし、⽊材需要が⾼まってきた“カラマツ”は、⼀般所有者で
ある私有林に多くあり、認証材の安定供給に課題がありました。

そこで、森林組合が⼀般所有者と“⻑期施業委託計画”を結び、
⼀般⺠有林の⼭も認証がされる体制が整えられました。
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市町村別の取得⾯積（千ha）

オホーツク総合振興局林務課調べ（令和4年3⽉時点）

所管の別 森林⾯積 Ｆ Ｓ Ｃ ＳＧＥＣ
市町村有林 ⺠有林 計 国有林 道有林 市町村有林 ⺠有林 計

斜 ⾥ 町 57.2 50.0 1.6 51.7 
清 ⾥ 町 28.8 27.8 27.8 
⼩ 清 ⽔ 町 14.1 11.4 0.2 11.6 
⼤ 空 町 13.7 3.1 3.1 
網 ⾛ 市 16.0 5.3 0.0 1.4 6.7 
美 幌 町 26.9 1.2 1.3 2.5 10.1 4.0 0.4 14.5 
津 別 町 61.4 28.1 24.8 1.4 1.6 55.9 
北 ⾒ 市 94.4 60.1 1.9 3.7 1.4 67.1 
訓 ⼦ 府 町 9.2 6.0 0.8 0.1 7.0 
置 ⼾ 町 44.7 32.0 5.1 2.0 2.3 41.4 
佐 呂 間 町 22.8 15.3 15.3 
遠 軽 町 117.2 99.9 3.6 0.7 104.2 
湧 別 町 27.7 6.3 3.7 10.0 
紋 別 市 65.7 25.9 2.5 31.1 59.5 
滝 上 町 68.6 58.5 2.8 6.1 67.4 
興 部 町 25.6 10.3 1.4 10.7 22.3 
⻄ 興 部 村 27.5 22.6 1.2 1.8 25.6 
雄 武 町 47.4 33.3 2.7 4.7 40.8 
網 ⾛ 東 部 流 域 389.2 1.2 1.3 2.5 243.2 41.9 7.9 9.2 302.2 
網 ⾛ ⻄ 部 流 域 379.7 190.6 66.3 14.2 58.7 329.8 

合計 768.9 1.2 1.3 2.5 433.8 108.2 22.1 67.9 632.0 



16東⻄流域の森林認証の取得状況
（全国に占める東⻄流域の森林割合）

⽇本全国の森林⾯積
2,494 万ha

北海道の森林⾯積
554 万ha

網⾛東⻄流域の森林⾯積
77 万ha

100%

22%

3%

令和２年度森林林業⽩書より

令和元年度北海道林業統計より

令和元年度北海道林業統計より
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東⻄流域の森林認証の取得状況
（全国に占める東⻄流域の認証林の割合）

⽇本全国の認証林⾯積
253 万ha

北海道の認証林⾯積
145 万ha

網⾛東⻄部流域の認証林⾯積
64 万ha

100%

58%

25%

令和２年度森林林業⽩書より

令和２年度北海道森林づくり⽩書より

令和２年度オホーツク総合振興局林務課調べ
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※北海道HPより
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森林認証取得
森林認証制度の期待されるメリット

⽣物多様性や⼟壌及び
⽔資源の保全と維持、
⽣態系の⽣産⼒の維持
などの他に期待される

メリット

・認証⼭林の価格にプレミア
→所得の向上

・所有森林の確認と所有者として再認識
→森林の管理意識、施業技術の向上、

施業の適正化

・環境⾯や社会⾯のリスクの減少
・管理者と従業員のモラルや⾃覚・技術向上

→企業イメ―ジ向上、企業体質強化

・認証取得
→組合員の加⼊促進

・⻑期施業（経営）受委託契約
→経営計画の促進、安定的施業の確保

提案型集約施業の促進・拡⼤

・市場シェア獲得へ期待
・製品の差別化
・付加価値化
・流通・加⼯過程の信頼性の向上
→認証材の優先購⼊、利⽤・⽣産性の向上、

製品のプレミアム化



20世界の主な森林認証制度

1998年に創設されてた「地域認証の連合体」
ヨ―ロッパやアメリカ、カナダ、マレ―シアなど世界各国
が加盟。
近年はアジアや南⽶等の国々へ相互認証を拡⼤し、2019年
６⽉現在で51ヵ国、約３億ha

2003年に創設の国際性と従来の森林計画制度を活かして構
築された⽇本独⾃の制度。
⽇本の林業実態に⾒合った独⾃の制度として、環境保全と
⽊材⽣産の両⽴を⽬指す。

1993年に創設された「世界統⼀基準の認証システム」
北⽶やヨーロッパ等で取得を拡⼤し2019年12⽉現在で
82ヵ国、２億74万ha

2016年に
相互
認証



21ＣｏＣ認証取得企業
SGEC-CoC取得状況（Ｒ2.3.31現在） FSC-CoC取得状況（Ｒ1.10.23現在）

ＣｏＣ取得企業 93社
• 素材（丸太）⽣産
• 製材
• 集成材・合板
• プレカット
• 建築・⼟⽊
• 家具・クラフト など
幅広い業種で取得

出展：網⾛東部・⻄部流域活性化協議会Webサイト
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ＳＤＧｓとは
•国際連合が掲げる2030年までに達成すべき持続的開発⽬標
•１７のゴールと１６９のターゲットで構成
•１６０ヵ国、１万３千を超える団体が参加する世界的な取組
森林認証はSDGsに貢献

•⼀定の基準を満たし第3者から認定された"森林認証制度”は、
ゴールとの関わりを客観的に証明

•森林認証材の活⽤は気候変動対策や産業、雇⽤創出はもとよ
り、SDGsすべてのゴールの様々点に貢献

これからの森林認証
〜SDGsへの貢献〜

（出展：令和元年度林野庁 森林林業⽩書）

基調講演や
事例紹介を

通じて
• 認証材の有

効性を実感
• 認証材の活

⽤検討
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認証材の普及に向けて
3



24認証材の普及にむけて
情報発信 住⺠および全国へ

情報発信
「認証林」の表⽰・設置

認証森林の表⽰板の統⼀

認証⾒本林の設置
紋別市有林内（⼋⼗⼠団地・⼤⼭団地）

講演会、シンポジウム開催
・森から海の連環を考える（平成20年）
・北⽅圏国際シンポジウム（平成20年〜）
・SGEC森林認証勉強会（平成20年〜）
・低コスト施業システムの普及を考える現地検討会（平成21年）
・SGEC森林認証セミナ−inｵﾎ-ﾂｸ（平成22年）（主催：緑の循環森林認証会議）

「広報もんべつ」、
「ホームページ」で活動を報告



25認証材の普及にむけて
情報発信 講演会、シンポジウム開催

森から海の連環を考えるシンポジウム
平成20年（約650名参加）

森の林業・⾥の農業・海の漁業が揃う紋別市にとって“森から海への連環”は
地域活性化に向けた取り組みの出発点であり、「森林認証エリア⽇本⼀」を
多くの⼈々と供にお祝いし、全国にアピールするシンポジウムとなりました。

SGEC森林認証セミナ−inオホ−ツク
平成22年（約150名参加）

全国のSGEC取得状況及び流通における課題について意⾒が出されました。
また、現状はSGEC材に付加価値はまだ付いていないが、今後、⼗分に付加
価値を付けられる可能性についても意⾒が出されました。



26認証材の普及にむけて
情報発信 ⾒本林の設置

林 道

林 道

遊歩道

⼤⼭団地認証林 ⾒本林 No.2

⼤⼭団地認証⾒本林 No.１

遊歩道

⼤⼭スキー場

⼤⼭団地認証⾒本林 No.2

認証⾒本林設置箇所図⼤⼭団地認証⾒本林
No.１

⼤⼭団地認証⾒本林
No.２

⼤⼭団地認証⾒本
林 No.３ ⼋⼗⼠団地認証

⾒本林 No.１

⼲害防備保安林：カラマツ
樹齢55年、A=5.95ha

⼋⼗⼠に設置した看板
⾒本林全てに、この看板を設置

開基100年記念樹：カツラ
径級2.1ｍ、樹⾼40ｍ、
樹齢500年

SGEC認証⾒本林を設置し、看板を
設置し、⾒学者や住⺠にアピ−ル
（合計4箇所に設置済み）

⼤⼭⾒本林内に設置した遊歩道、市⺠に親しんでもらう⼯夫
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平成26実績 11 棟 9,037 千円

平成27実績 11 棟 11,349 千円

平成28実績 13 棟 11,210 千円

平成29実績 8 棟 8,235 千円

平成30実績 5 棟 4,192 千円

令和１実績 10 棟 8,825 千円

令和２実績 8 棟 7,903 千円

令和３実績 6 棟 5,708 千円

認証材の普及にむけて
地産地消の取組

「公共⼯事」での
認証材優先使⽤

認証材活⽤
住宅助成事業

紋別市地域材
利⽤推進⽅針

 内容
• 市発注の「⼟⽊⼯事」、「建築⼯事」への認証

材使⽤依頼
• 国営・道営事業への認証材使⽤要請

（乳⽜哺育・育成預託牧場 建設事業）
• ⽊造公共施設の建築

（上渚滑診療所新築⼯事）
（⼤⼭公営住宅建設−80⼾建設）
（花のサロン（オホ−ツク流氷公園内）
（医師滞在共同住宅⼯事）→住宅⾒学会開催
（紋別公園管理棟・トイレ）
（紋別市⽴保育所・児童館）

 ⼊札案内
 ⼯事仕様書に明記
 当⾯/農業・公園施設への使⽤要請
 『紋別市SGEC認証材利⽤促進取組⽅針』の策定

 対象：市内のSGECの認定⼯務店・顧客
 条件：認証材を5㎥以上の使⽤

新築・増築住宅への助成
 助成額：認証材1㎥あたり5万円

内装材1㎡あたり5千円

平成24年4⽉1⽇施⾏

公共建築物等における
⽊材の促進に関する法律
(平成22年10⽉1⽇施⾏)



28認証材の普及にむけて
地産地消の取組 認証材の利⽤

オホーツクはまなす農協哺育・育成牧場（道営草地整備事業）
事業年度 ： 平成１９〜平成２４年度
場所 ： 紋別市⼩向
⾯積 ：１２,３５６㎡（１６棟）
認証材使⽤量： １,１７３㎥（カラマツ無垢材）

平成１９年から紋別市沼の上に建てられている⽊造⽜舎施設群には、カラマツの
認証材が使⽤されています。⽣後３⽇の⼦⽜から初産分娩２２⽉齢の⽜を預託し、
１,４１０頭まで預託可能。

施設概要
哺育舎 ２棟８４２㎡、育成舎８棟１０,１９４㎡、病畜舎１棟９２㎡ 、
飼料調整庫１棟１１０㎡、敷料庫１棟１４０㎡ 、堆肥舎２棟１,１６０㎡ 他



29認証材の普及にむけて
地産地消の取組 認証材の利⽤

休⽇夜間急病センター医師滞在共同住宅
認証材使⽤量：認証材 １８㎥

内装材 １２６㎡

休⽇夜間急病センター医師滞在共同住宅
認証材使⽤量：認証材 ２１.４㎥

内装材 １３４.９㎡

ワンウェイフレーム
認証材使⽤量：認証材 ７.８㎥

内装材 １７６.５㎡

平成２３年
建設

平成２２年
建設



30認証材の普及にむけて
地産地消の取組 認証材の利⽤

花のサロン（オホーツク流氷公園内）
認証材使⽤量：構造材 ２２.４㎥

⽻⽬板 ２９.８㎡

平成２２年建設

紋別公園管理棟・トイレ
認証材使⽤量：構造材 １４.５㎥

⽻⽬板 １０２.２㎡

平成２３年建設



31認証材の普及にむけて
地産地消の取組 認証材の利⽤

平成２６年建設 紋別市⽴保育所・児童館 認証材使⽤量：２９５.０５㎥



32認証材の普及にむけて
地産地消の取組 認証材の利⽤

⻄紋別こども発達⽀援センター・ステップ
（旧紋別市幼児療養ｾﾝﾀｰ）

認証材使⽤量： ９３㎥

平成３０年建設

海洋交流館（ガリンコ号発着場）
認証材使⽤量：間仕切り、ﾏﾙﾁﾎﾞｯｸｽ ２ ㎥

令和２年建設



33認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組

ブランド化、PR、
情報発信、市場開拓

みなとモデル⼆酸化炭素
固定認証制度

 ⼤消費地に向けた販路拡⼤
（東京都、札幌市）
・北海道サミット記念環境総合展への出展（札幌ド―ム）
・北海道庁ロビーでの認証材展⽰（北海道庁）
・「住友林業㈱との連携強化」

「認証材モデル・ハウス」（札幌市）
「森林認証の家」建設・販売

・Japan Home and Building Showへの出展（東京都）
・東京都港区との連携（ちいき百貨）
・森林認証材⾸都圏普及モデル事業

 港区内の公共施設・⺠間建築物に、協定
⾃治体の⽊材を使うことにより地球温暖
化防⽌に貢献する

 5000㎡以上の建物に対し、延べ床⾯積
1㎡につき 0.001㎥以上の⽊材を使うこと
を規定

地域でのPR

 「認証森林」/⽇本最⼤の認証エリア
 「森林認証材の普及」

・シンポジウムの開催
・森林認証材利活⽤推進事業（住宅建設補助）
・森林認証バスツアー
・公共施設等での利活⽤
・オホーツク産森林認証材カタログの作成



34認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 ジャパンホームショーへの出展

催事名 『Japan Home & Building Show 2022』 (社)⽇本能率協会主催

期 ⽇ 令和４年１０⽉２６⽇〜２８⽇

場 所 東京ビックサイト（有明：東京国際展⽰場）

参加業者 ① 佐藤⽊材⼯業㈱（紋別市） ②（協）ｵﾎｰﾂｸｳｯﾄﾞﾋﾟｱ（北⾒市）
③留辺蘂⽊⼯㈱（北⾒市） ④紋別⽊材協同組合

内 容 カラマツ・トドマツ集成材を構造材に使⽤したブースを設営した。
また、森林認証製品を使って壁・床材、柱等を展⽰し、⾸都圏等
の公共施設等でのオホーツク産森林認証材の活⽤をＰＲした

来場登録者数 １２，２３５名



35認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 WOODコレクションへの出展

催事名 『WOODコレクション（モクコレ）』 東京都主催

期 ⽇ 令和元年１２⽉１０⽇〜１１⽇

場 所 東京ビックサイト（有明：東京国際展⽰場）

参加業者 ① （協）ｵﾎｰﾂｸｳｯﾄﾞﾋﾟｱ（北⾒市）
②丸⽟⽊材㈱（津別町） ③紋別⽊材協同組合

内 容 森林認証製品を展⽰し、⾸都圏等の公共施設等でのオホーツク産

森林認証材の活⽤をＰＲした

来場者数 約４，２００名



36認証材の普及にむけて
販路拡⼤ 東京都港区との取組について

2009
平成 21 年

みなと森と⽔サミット2009【7⾃治体参加】

みなと森と⽔サミット2010【15⾃治体参加】2010
平成 22 年

みなと森と⽔サミット2011【23⾃治体参加】

・23⾃治体と「間伐採を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結

・ 9 ⾃治体と「間伐採を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結

・「みなとモデル⼆酸化炭素固定認証制度」スタート

2011
平成 23 年

1 ⽉ 21 ⽇

2 ⽉ 17 ⽇

2 ⽉ 9 ⽇

7 ⽉ 8 ⽇

10 ⽉ 1 ⽇
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NOW
現在

2012
平成 24 年

2013
平成 25 年

みなと森と⽔サミット2014【69⾃治体参加】2014
平成 26 年

2 ⽉ 6 ⽇

みなと森と⽔サミット2012【47⾃治体参加】

・15⾃治体と「間伐採を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結

・16⾃治体と「間伐採を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結

2 ⽉ 8 ⽇

10 ⽉ 31 ⽇

みなと森と⽔サミット2013【63⾃治体参加】

・6 ⾃治体と「間伐採を始めとした国産材の活⽤促進に関する協定」を締結

3 ⽉ 18 ⽇



38認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 東京都港区との取組について みなとモデル⼆酸化炭素固定認証制度

概要 港区内の公共施設・⺠間建築物に国産材の使⽤を促し、その使⽤量
に応じた⼆酸化炭素（CO₂）固定量を港区が認証する制度。平成23年10⽉1⽇
スタート。

特に、港区と「間伐材を始めとする国産材の活⽤促進に関する協定」を締
結した⾃治体から産出された⽊材（協定⽊材）の使⽤を推奨する。

5000㎡以上の建物に対し、延べ床⾯積1㎡につき0.001m3以上の⽊材を使う
ことを規定

⽬的 地球温暖化対策と森林整備の促進
1. 港区内でのCO₂固定量の増加

2. 協定⾃治体の森林整備の促進によるCO₂吸収量の増加

3. 伐採後の確実な再植林を規定



39認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 東京都港区との取組について

紋別市有林から間伐材を供給
 トドマツ原⽊ 約１１０㎥

 ナラ・タモ原⽊ 約 ２０㎥

使⽤事例
 ブランズ六本⽊（みなとモデル⺠間物件第１号）

 東⿇⽣区⺠協働スペース

 みなとパーク芝浦

 六本⽊3丁⽬東地区第⼀種市街地再開発事業

 ⽥町駅東⼝北地区保育園

 港区営住宅シティハイツ六本⽊



40認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 東京都港区との取組について



41認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 ⾸都圏での森林認証材普及モデル事業

◀⾸都圏ハウスメーカー
住友林業㈱・古河林業㈱

⽬的・概要
紋別市内の⽊材製造業者が

⽣産するSGEC森林認証製品
の普及・拡⼤を図るため、⾸
都圏の消費者がその製品を使
い家を建てた場合、2泊3⽇、
2名分の旅費を補助し、紋別
市で林業体験をしてもらう。

費⽤については市と⽣産者
（紋別⽊材協同組合）との折
半で⾏う。



42

1

2

3

北海道の針葉樹が使⽤されにくい状況
⾸都圏では、杉・ヒノキが主流であり、北海道のカラマツ・トドマツが知られていない。
⼯務店や設計事務所などにもっとＰＲが必要と感じている。

⾒える部分での⽊材利⽤
下地合板だけではなく、⾒える部分での⽊材利⽤の推進。

環境に配慮され⽣産された⽊材の優先的使⽤
森林認証材を使⽤した企業等に対するメリット

認証材の普及にむけて
販路拡⼤の取組 ⾸都圏へ⽊材を供給するにあったての課題



43認証材の普及に向けて
PRの取り組み オホーツク産森林認証材利⽤要請活動

森林認証材が多く使⽤されているため、東京オリンピック・パラリンピック
でも、オホーツク産森林認証材が利⽤されるよう、平成27年2⽉に林野庁及
び東京都に対して要請活動を⾏ってきました。

東京2020オリンピック・パラリンピック
招致委員会ＨＰより



44認証材の普及に向けて
PRの取り組み オホーツク産森林認証材利⽤要請活動



45認証材の普及に向けて
PRの取り組み オホーツク産森林認証材利⽤要請活動



46認証材の普及に向けて
PRの取り組み オホーツク産森林認証材利⽤要請活動

新国⽴競技場に紋別市内の業者が製材したカラマツ認証材
が使われる事が決定！



47認証材による地域おこしに向けて

プロセッサ

枝払い機能、⽟切り機能、
集材機能

網⾛⻄部管内１２台
保有(内紋別市内７台)

ハーベスタ

伐倒機能、枝払い機能、
⽟切り機、能集材機能

網⾛⻄部管内１３台
保有(内紋別市内7台)

フェラバンチャ

伐倒作業機能、集材機能 網⾛⻄部管内７台
保有(内紋別市内５台)

今後に向けて

ブランド化、PR、
情報発信

さらなる販路拡⼤を
⽬指して⽣産コストの低減

⾼性能林業機械の使⽤により、材の搬出
を低コスト化し、資⾦を⼭に残す

⾼性能林業機械⇒２つ以上の処理能⼒を
有する⾼能率の林業機械

森林認証材の海外輸出

バイオマス発電所による⽊材の有効利⽤

森林J-VERによる⼭への資⾦還元へ

♦⼤消費地に向けた販路拡⼤
・北海道庁ロビーでの認証材展⽰（北海道庁）
・Japan Home and Building Showへの出展（東京都）
・東京都港区との連携
・公共施設等への採⽤



48認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて SGECとPEFCとの相互認証

 
持続可能な森林管理のために策定された国
際基準(政府間パネル)に則って林業が実施
されていることを第三者認証する「森林管
理認証」、および、紙製品や⽊材製品など
林産品に関して、森林管理認証を受けた森
林から⽣産された⽊材やリサイクル材を原
材料として⼀定の割合以上使⽤しているこ
とを第三者認証するCOC認証がある。

PEFCとは SGECとPEFCとの相互認証
SGECは、PEFCとの相互承認によって
SGECが国際認証制度として発展する
ことを期し、2014年5⽉にPEFCへの
加盟の申請を⾏い、その後、意⾒公募
を⾏ったり、会議を開催したが、つい
に PEFCとの相互承認の申請を2015年
3⽉に⾏い、2016年6⽉3⽇に相互承認
が認められた。

これにより、SGEC認証材は輸出しやすくなり、
林業界の活性化に期待がもたれている。



49認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて ⽣産コストの低減

〇低コスト作業システム現地検討会
平成21年10⽉1⽇（約280名参加）

国内初導⼊となるドイツWELTE社製コンビマシン等を活⽤した実演会と同時
に⾼性能林業機械等の展⽰会も開催した。

〇⾼性能林業機械現地検討会
平成23年10⽉４⽇〜５⽇（約200名参加）

国内初導⼊となるフィンランドPONSSE社製ハーベスター等を活⽤した現地
検討会を開催した。



50認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて カーボン・オフセットによる⼭への還元

1 2 3

資⾦等の⽀援

+CO₂ +CO₂ +CO₂ -CO₂オフセット・クレジット

排出量の把握
どうしても消滅できない排出量 どうしても消滅できない排出量

省エネ、消滅動⼒

CO₂消滅活動

知って 減らして オフセット（埋め合わせ）
温室効果

ガス排出を知る。
温室効果ガス排出を

消滅する努⼒をする！
どうしても減らせない分の排出量を、

オフセット・クレジットでオフセット（埋め合わせ）。

平成 22 年 3 ⽉ 29 ⽇

平成 28 年 5 ⽉ 26-27 ⽇

・紋別市は「流氷の森クレジット」として、J-クレジットを取得しました！
現在までに合計4,831ｔを発⾏しました。（内バッファー分144ｔ）

・三重県で開催されたG7伊勢志摩サミットで排出された⼆酸化炭素をオフセット
すべく、紋別市のクレジットを提供しました！



51認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて 紋別バイオマス発電所による⼭への還元

⼭から出材された材（チップ）を燃料として、発電所が買取り、そのお⾦が
⼭の所有者に⼊る事で、再び⼭の整備にお⾦をかけられる。それにより、良
い⼭が育っていく、という流れができつつあります。

年間３億kWhを
発電する

紋別バイオマス
発電所

⼀般家庭約
100,000 世帯の

電気使⽤量に相当

紋別バイオマス発電所 HP より



52認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて 林業成⻑産業化地域創出モデル事業

認証材の付加価値化に
むけた取り組みを実施

「認証材」という事
だけでは付加価値に

ならない

認証材
+

αの価値が必要

現在の根本的な課題であった
市場調査や新技術の導⼊検討、
低コスト化に向けた具体的な取
り組みを進める事で、網⾛⻄部

流域の林業を次の
ステージへと進める



53認証材による地域おこしに向けて
今後に向けて オホーツク発 Wood＋α戦略

林業の新たな価値創造を
担う⼈材の育成
〔マーケティング〕

森林資源の付加価値化にむけた
原⽊集荷・供給システムの構築

〔ICT、ものづくり〕

⾸都圏における認証材の環境価値の創出
⾸都圏企業のCSRに対するマーケティング
調査、セミナーの開催

林業技術者の確保･育成
“環境に配慮した森林づくりを

⽀える確かな技術”

適切な森林施業の確保と
⽊材トレーサビリティシステムの構築
▶ 国有林・⺠有林のGISの統⼀【⺠国】
▶ 丸太検知システムによる検知作業の効率化
▶ 中間⼟場を活⽤した

素材⽣産・流通システム【⺠国】
▶ コンテナ苗の活⽤及び造林作業の機械化に

よる省⼒化【⺠国】
▶ ⾼密路網作業システム

Woodコーディネーター
“「川下と川上」、「森林と消費者」

を結ぶ地域のキーパーソン”

森林認証を活⽤した地域材ブランディング
〜“森ファン”“オホーツクファン”の発掘〜
森林認証の環境価値を活かしたプロモー
ション（モデルルームの活⽤、林業体験ツ
アー） 資源の⼤径化に合わせた⽣産体制、

商品開発（CLTなど）

ウッドバリューチェーンの構築（川下から川上へ）森林認証の新しいビジネスモデルの構築

付加価値を⾼めた
製材・製品の販売促進

〔環境価値、ツーリズム〕



54
紋別市役所 新庁舎建設 〜 令和８年８⽉頃完成予定
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流氷の妖精 クリオネ

ご清聴ありがとうございました


